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https://www.100test.com/kao_ti2020/34/2021_2022__E5_9B_BD_E

9_99_85_E5_95_86_E5_c29_34695.htm 企の活が、国内市を越

えてく数の外国の市、国市で行われるようになると、国活

とよばれる。多くの国はそれぞれ国内に多数の企をかかえ

ており、それらの企群が相互に外国の市に参入して国的な

取引を行っている。国市は各国の企が自由に参入し、相互

に取引を行っているである。国家の相互依存度が高まり、

それにともなって国境の壁が低くなっている今日では、多

くの企群はい国市を野の中に入れて々の活を展している。 

どの企でも、それ自体企を形成し、として一体的な略のも

とで活している。企の活のは市であり、市は多くの企、消

者や政府が自由に入ってきて、相互に商品やサビスの取引

を行うである。このような企の外にある市は外部市とよば

れる。企の外部市には、国内の市だけでなく、数の外国の

市、国市も含まれる。 他方、企の内部は、分化されたによ

って成されており、これら内部ので取引が行われる。典型

的には外国に立地する子会社も企の一部であるが、この海

外子会社と本社とので行われる部品や品の取引は、企の内

部市における取引である。 外部市は、原としてだれでも自

由に参入でき、独立した企が独自の判断にもとづいて相手

企との取引交取引格、取引数量、受渡しの期日と方法、金

の支、その他の付条件（アフタケアなどのサビス等）にす

る交を行って、双方が得すれば取引が成立する。こうした

取引が成立するには、市情の入手、客の#12539.短期の国金



融（本）市であり、海外での企を目的にした期本の移は直

接投とよばれる。それにして、会社の支配を行わずに金利 

企行であり、出は国内の企の外国市への参入に、入は外国

市への参入にともなう商品取引である。したがって、国内

の外部市と国外の外部市とが出企の略の野の中に入り、ど

ちらの市での（どこの国にどれだけ出するか）がより高い

益の得に献するかが、利大化を追求する企にとって最も重

要なになる 外国市での自社品の大には、外国企との争（格

面#12539.知など、々の有形形の源を内部市をつうじて外国

子会社に的にしようとするものである。そのなかに本社の

品や部品材の内部的な取引が含まれる。象的にはこれは国

境を越えた商品の取引になり国易の一である。こうした内

部市の国的な商品取引は、外部市の易取引と区して企内分

とよばれている。さらに、子会社の品は国内外の外部市で

されるが、そのが国内で生した商品を直接外部市ですると

いう来の易に比して、こうした直接投の易がますます活に

なっている。代の国市の商品移メカニズムを分析するには

、もはやに外部市の易取引だけでなく、企の直接投を含め

た合的な考察が必要不可欠である。 一部は内部市をつうじ

て本社や他の子会社にされる。この部分も重要な企内分で

ある。多国籍企では内部市の取引比率が非常に高い。 国的

な文化#12539.部品材の国的なと生した商品の国など、直接

投にした商品の国的な移急速にしている。企企行であり、

出は国内の企の外国市への参入に、入は外国市への参入に

ともなう商品取引である。したがって、国内の外部市と国

外の外部市とが出企の略の野の中に入り、どちらの市での



（どこの国にどれだけ出するか）がより高い益の得に献す

るかが、利大化を追求する企にとって最も重要なになる 外

国市での自社品の大には、外国企との争（格面#12539.品面

での争）につ、すなわち、国市での争位性や株の配当を受

ける取ることが基本的な目的で行われる国的な本移は接投

である。 国易は的には外部市の取引と考えられ、したがっ

て、国易の分析では各国国内の外部市のきに焦点が当てら

れてきた。外部市では上述のように多数の企が独自の判断

で自由に市に参入し、一定の取引用を担しながら取引をめ

ている。国易は国内の市から国境を越えて外国の市に参入

して、外国の客（企）を相手に、生した商品をしようとす

る企行であり、出は国内の企の外国市への参入に、入は外

国市への参入にともなう商品取引である。したがって、国

内の外部市と国外の外部市とが出企の略の野の中に入り、

どちらの市での（どこの国にどれだけ出するか）がより高

い益の得に献するかが、利大化を追求する企にとって最も

重要なになる 外国市での自社品の大には、外国企との争（

格面&#12539.品面での争）につ、すなわち、国市での争位

性 内部市では、外部の企がその取引に参入することは困で

ある。しかも、企全体としては、一定の企略のもとにのす

みずみまで一体化された中央指令による的な命令系でかさ

れている。そのために海外子会社でも大きな企に属する１

つの成エレメントとして、独自の判断による市行に一定の

制がせられることになる。内部市の取引は、こうした意味

で外部市の取引と基本的になっている。 100Test 下载频道开

通，各类考试题目直接下载。详细请访问 www.100test.com 


